
問 �まちづくり協働課（ 2 階）
　 ☎561-2324、561-2482

〜自分たちの地域は自分たちでつくる〜〜自分たちの地域は自分たちでつくる〜
笑顔が輝くまちづくり

■まちづくり協議会は、市内に14学区あります

■まちづくり協議会はこんな活動をしています

　自分たちの地域をより良くする活動を行いながら、市と連携して課題解決に取り組んでいます。

　各地域のまちづくり協議会では、地域づくりのビジョンとなる『まちづくり計画』を策定し、各地域まち
づくりセンターを拠点として、さまざまな活動を行っています。

▲ �誰もが参加できる
　ぷらっとカフェ
　（志津まちづくり協議会）

市内のまちづくり協議会
・志津まちづくり協議会
・志津南学区まちづくり協議会
・草津学区ひと・まちいきいき協議会
・大路区まちづくり協議会
・渋川学区まちづくり協議会
・矢倉学区未来のまち協議会
・老上学区まちづくり協議会
・老上西学区まちづくり協議会

・�遺跡と萩の育む玉川まちづくり
　推進会議
・南笠東学区まちづくり協議会
・山田学区まちづくり協議会
・笠縫学区まちづくり協議会
・笠縫東学区まちづくり協議会
・人と地域が輝く常盤協議会

多世代交流多世代交流 防災活動防災活動

地域独自の事業地域独自の事業

地域の皆さんの声や
取り組みが『住み良い地域づくり』に

つながっているたびね。
ぜひまちづくり協議会の取り組みに

参加してほしいたび！

▲立命館大学BKC
　学生団体との連携事業
　（�遺跡と萩の育む玉川

まちづくり推進会議）

お餅つき

▲

（草津学区ひと・まち
 いきいき協議会） ▲ミニ防災フェスタ

　（�志津南学区まちづくり
協議会）

▲やまだメロンまつり
　（山田学区まちづくり協議会）

▼ほたるフェスタ
　�（�笠縫東学区まちづ

くり協議会）

▲ミニリサイクル
　（大路区まちづくり協議会）

問 人権センター 
　（大路二、キラリエ草津 3 階） 
　 ☎563‐1765、563‐7070

すべての人を大切にするまちに
町内学習懇談会50年のあゆみ

　

お
互
い
の
経
験
や
学
び
を
話

し
合
う
こ
と
で
、
暮
ら
し
や
地

域
社
会
の
中
に
あ
る
偏
見
や
差

別
に
気
付
き
、
新
た
な
視
点
で

課
題
や
問
題
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て

い
け
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
差
別
を
な
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
い
思
い
が
、
半
世
紀
に
わ
た

る
学
習
会
の
継
続
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　

市
で
は
5
年
ご
と
に
「
人

権
・
同
和
問
題
」
に
関
す
る
意

識
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

30（
2
0
1
8
）年
の
調
査
で
は

約
53
％
、
令
和
5（
2
0
2
3
）

年
調
査
で
は
約
64
％
の
町
内
学

習
懇
談
会
参
加
者
が
「
人
権（
同

和
）問
題
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
っ
た
」
と
回
答
し
、
実
際

に
参
加
し
、
身
の
回
り
の
課
題

に
つ
い
て
、
皆
で
考
え
意
見
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
学

び
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
人
権

学
習
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
は
「
一
応
の
理
解
を
持
っ
て

い
る
つ
も
り
な
の
で
、
あ
ま
り

学
習
す
る
気
は
な
い
」
と
答
え

た
人
が
平
成
30
年
の
調
査
で
は

約
64
％
、
令
和
5
年
の
調
査
で

は
約
65
％
と
、
半
数
以
上
の
人

町
内
学
習
懇
談
会
の
始
ま
り

　

町
内
学
習
懇
談
会
は
、
人

権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
お
互

い
が
学
び
合
い
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

学
習
会
で
す
。
毎
年
9
月
ご
ろ

か
ら
各
町
内
会
単
位
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
学
習
懇
談
会
は
昭
和
51

（
1
9
7
6
）年
に
取
り
組
み
を

開
始
し
、
今
年
で
50
年
を
迎
え

ま
す
。
昭
和
44（
1
9
6
9
）年
、

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の

施
行
後
、
各
方
面
で
、
同
和
対

策
事
業
、
同
和
教
育
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
部
落
差
別

の
厳
し
い
現
実
を
前
に
、
部
落

問
題
を
市
民
一
人
一
人
に
ど
の

よ
う
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
の
か

が
重
要
な
課
題
で
し
た
。
そ
こ

で
、
市
で
は
、
お
互
い
の
思
い

を
語
り
合
い
、
密
度
の
濃
い
話

し
合
い
が
で
き
る
よ
う
、
市
民

の
協
力
を
得
て
、
町
内
会
単
位

で
の
学
習
会
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
町
内

学
習
懇
談
会
の
始
ま
り
で
す
。

町
内
学
習
懇
談
会
が

積
み
上
げ
て
き
た
も
の

　

町
内
学
習
懇
談
会
の
意
義
は
、

参
加
者
が
と
も
に
学
び
、
考
え

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

が
、
部
落
問
題
・
人
権
問
題
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

部
落
差
別
や
人
権
侵
害
が
発

生
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
理
解

を
我
が
事
と
し
て
捉
え
、
常
に

正
し
い
知
識
に
な
っ
て
い
る

の
か
を
自
身
に
問
い
か
け
、
学

び
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
、
私
た
ち
の
学
び

　

同
和
教
育
を
主
軸
に
始
ま
っ

た
町
内
学
習
懇
談
会
で
す
が
、

現
在
は
部
落
問
題
を
中
心
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
課

題
を
学
ぶ
内
容
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

情
報
化
が
進
み
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
は
あ
ら
ゆ
る

情
報
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
や

暮
ら
し
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

S
N
S
上
で
の
差
別
事
象
な
ど
、

新
た
な
人
権
問
題
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
世
の
中
の
動
き
と
と

も
に
、
私
た
ち
の
人
権
感
覚
も

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

半
世
紀
紡
い
で
き
た
学
び
の

輪
に
、
私
た
ち
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

町内学習懇談会50周年記念事業（第 1・2講座）�
「町懇のこれまで・今・これから」

　町内学習懇談会のさらなる充実と、差別のない明るいまちづくりのため
開催します。
● 内容　基調報告、講演、朗読劇など　
　　　　 講師  佐山健太郎さん（部落解放同盟草津市協議会）

�7 月 4 日㈯ 13：00〜16：00
所 草津クレアホール（野路六）
定 �600人〔先着順〕
問人権センター（大路二、キラリエ草津 3 階） 
　 ☎563-1765、563-7070

人権擁護委員が�
決定しました
　宇野良彦さんが法務大臣から人権
擁護委員に委嘱されました。任期は
7 月 1 日㈬から令和11年 6 月30日㈯
までです。人権相談や啓発活動など
を行います。 
問 �◦大津地方法務局 人権擁護課（大津市）
　　☎522-4673、522-5317
　◦人権政策課（ 7 階）
　　☎561-2335、561-2489

お知らせ

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「077」

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6 次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。 広報くさつ 2026. 7広報くさつ 2026. 7 89

お知らせ


